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論文要約 
東京工業大学大学院 
博士後期課程学位論文 

宮前	 知佐子 
 
（論文題目） 
文化財三次元データの特性把握と応用に関する研究 
 
（要約） 
	 文化財のデジタルアーカイブを取り巻く領域は多岐にまたがり混沌としてい

る。政治学、経済学、教育学、美学、考古学、工学など、学問分野としても非

常に幅広い。日本国内では、文化の発信の重要性が叫ばれ、複製および流通が

容易なデジタルデータの重要性が見直されている。このような状況において、

デジタルアーカイブに関する議論が活発である。議論の多くは、フォーマット

の共通化や、メタデータやデータベース構築の指針といった枠組み、データ二

次利用に向けた法の制定などである。そのため、情報公開基盤であるデータ保

管に関するルールやガイドライン、データ利用に関する法律などの社会的な制

度基盤は完成しつつある。しかし、ユニバーサルなフォーマットでアクセサビ

リティを備え、誰もがデータを利活用できる社会基盤が整備されても、データ

の流通は進んでいない。特に、有形の文化財のデジタルアーカイブは、三次元

計測技術という入力技術が発展したものの、貴重な三次元計測データを大量に

死蔵させている。死蔵データを、世の中に流通させることができれば、データ

そのものの消失も防げ、記録が人目に触れることにより、文化を守り、継承し

ていくことにもつながっていく。 
	 本研究では、死蔵されている三次元計測データの利用機会の創出に貢献する

ことを目標とし研究を行なった。既存のデジタルアーカイブ利用基盤の技術的

側面から見た不足要素を補うため、文化財の三次元データがプロパティ情報と

して備えていないデータ特性を把握することと、データフォーマットやデータ

特性の枠を超えてデータを多目的に利用する手法を開発することを目的に研究

した。 
	 一つ目のアプローチは、文化財の三次元計測データを組織化し発信に備える

ための、データ特性把握のためのパラメータの提案である。三次元計測データ



の場合、二次元画像における「解像度」に相当するパラメータが存在しない。

そのため、アーカイブデータに付与されているプロパティの情報は、データの

計測者や保持者によって曖昧で、データの本質を表現していなかった。本研究

では、三次元計測データは、解像度が一意に決まらないことを確認した。そし

て、計測された点群の局所的な密度を表すパラメータを提案し、そのパラメー

タを「解像度パラメータ」と名付けた。提案した解像度パラメータの平均値と

標準偏差の値を併用することで、デジタルアーカイブデータの品質を判断する

手法を提案した。この提案手法により、第三者が生成したデジタルアーカイブ

データの中から、利用用途に必要な品質を持つデータを選定することを可能に

した。例として、複数の局部磨製石斧のデジタルアーカイブデータに対して、

解像度パラメータの平均値と標準偏差を算出し、考古学研究用途として利用可

能なデータの選定を行い、パラメータの有効性を確認した。 
	 二つ目のアプローチは、データを共有し、コンテンツ創出に備えるための、

データ流通に向けたフレームワークの提案である。「三次元データ」は、三次元

計測における点群データだけではない。3DCGや CT、3Dプリンタ、CADなど
様々な分野に「三次元データ」が存在する。しかし、これら計測以外の分野に

おける「三次元データ」は、三次元計測データが持つ複雑な形状の点群データ

とは、データフォーマットやデータの特性が大きく異なる。博物館展示や来館

者促進のための情報発信、グッズ製作などを目的として、VRなどのデジタル技
術は、文化施設などにおいて導入されている。しかし、このようなデジタル技

術に三次元計測データは利用されていない。三次元計測データが利用されてい

ない展示や情報発信の領域で使われているデジタルデータを、データの特性ご

とに分類し、最終成果物としてのデジタルコンテンツが作製されるまでの工程

を整理した。そして、データフォーマットやデータ特性の枠を超えて三次元計

測データを流通させるためのフレームワークを構築した。このフレームワーク

は、データ取得、データ処理、データ活用の三つの工程から成り、データ処理

の工程にて、分類した三つのクラスに応じて処理を変えられるよう分岐させた

ものである。データ処理工程において、各クラスに最適なモデルデータを生成

し、その後の処理の利便性を高めた。このフレームワークを利用すれば、三次

元計測データの多目的な二次利用が可能になる。構築したフレームワークを東

京国立博物館所蔵のみみずく土偶を対象に実践した結果、一つの三次元計測デ

ータから、動画配信サイト向けのコンテンツ、テレビモニタ向けのコンテンツ、



現物と同じ重量を持ったレプリカ、上映中インタラクティブなやり取りのでき

る VR 作品、考古学研究用の二次元断面図、実測図のもととなる画像など、複
数の最終成果物を生成できることを確認した。複数のモデルデータをデジタル

アーカイブが備えることができれば、第三者によるコンテンツ生成が可能にな

り、データが流通・拡散して行き、データの消失を防ぐことにつながる。 
	 この二つのアプローチにより、デジタルアーカイブに欠けていた要素を補う

という目的を達成した。今後は、先行するテキスト及び二次元画像の情報基盤

や社会基盤と本研究の成果を合わせることで、文化財の三次元計測データの利

用機会の創出へ応用していくことが期待される。 
 


